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未来へのアクセス
～技術とコミュニケーションが信頼を築く～

　51年目に入った同社。「今後の㈱Ｅ＆Ｃマクロムは、どうあるべき
か？」という問いに対して、堀内社長は、「一言で言えば、より企業価
値を高めること」と語る。
　「第一には、安全文化を継続的に構築し、更に、技術力と品質の
高い施工を提供すること。そして、何十年も持続可能な財務基盤を
確立することだ」「そのためには、若い社員に技術力をスムーズに継
承して行き、多くの【人財】を育てることが急務」とも語る。
　生活に欠かせない電気というライフラインを支え続けることを使
命とし、お客さま、社員そして社会に貢献しようとする同社の努力は
続く。
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　昭和40年の創業以来、電気設備工事を事業の柱とし、常に「安全と施工品質の向上」および、「技術と経
営に優れた企業」を目指し、着実に業容を積み上げてきた㈱Ｅ＆Ｃマクロム。技術の研鑽と社員ひとり一人
のレベルアップに努め、社会に欠かせない電気のライフラインを守り続けている。

お客さまと共に50年

　「小さい頃から電気的な器械いじりが好きだった」と堀内社長は
語る。昭和40年、堀内電気商会としてスタートした同社は、昭和50
年法人化以来順調に成長を続け、事業を多面的に展開。現在で
は、本社以外に東営業所、中越営業所、関東営業所を持つ。
　今年４月に創業50年を迎えた同社。この間に蓄積された技術力、
培われたノウハウは同社の根幹となる財産であるが、これからも、
お客さまと時代の要請に応えるための継続的な努力が、信用と顧客
満足に繋がると確信している。

同社の強みは弛まぬ開発力

　「総合電設創造企業」として、内線工事、送配電地中線工事、通
信（有線・無線）工事、変電設備工事そして土木工事など様々な工
事を通して、電気を守り続けてきた同社。
　同社の強みは、施工の品質・技術力をアップするために、常に、機
械・工具・車輌の開発に努め、お客さまの要望に応えてきたことだ。
　特に、昭和59年頃から手掛けた送配電地中線工事においては、
30年以上の多様な工事を施工した経験から、特殊車輌や機械工具
を開発し続け、安全で品質の高い施工を提供し、お客さまと時代の
要請に応えようとしている。

「持続可能な企業創りへ」

▲新潟市西区にある本社

▲特殊車輌が並ぶ総合機材センター

▲電線設置用の特殊車輌

業　　種：建設業 
資 本 金：2,000万円
事業内容：     総合電気設備工事


